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藍
ち
ゃ
ん
の
家
新
聞 

第
二
五
九
号 

藍ちゃん新聞 令和 4 年 2 月 電話 0596（20）5155 

学
童
部 

フレンズ 

 節分に、みんなで豆まきをしました。段ボールで作

った鬼に新聞紙で作った豆を投げ、鬼の口を狙います。 

「鬼は外！福は内！」大きい声で応援し、命中すると

とても盛り上がりました。子どもたちのパワーでコロ

ナも終息しますように…。 

 節
分
の
由
来
と
意
味 …

節
分
に
行
う
豆
ま
き
は
、

季
節
の
変
わ
り
目
に
起
こ
り
が
ち
な
病
気
や
災
害
を

鬼
に
見
立
て
、
そ
れ
を
追
い
払
う
儀
式
で
す
。 

宮
中

で
節
分
に
行
わ
れ
て
い
た
「
追
儺
（
つ
い
な
）」
と
い

う
鬼
払
い
の
儀
式
が
広
ま
っ
た
も
の
で
す
。 

昔
か
ら

節
分
に
は
厄
を
払
い
新
年
の
幸
せ
を
願
う
行
事
が
日

本
各
地
で
行
わ
れ
、
現
在
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

藍
ち
ゃ
ん
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー 

三
重
県
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置
の
期
間
延
長 

 

【
実
施
区
域
】
三
重
県
全
域 

【
適
用
期
間
】
令
和

4

年

1

月

21

日
（
金
）
～

3

月

6

日
（
日
）

ま
で 

 

令
和

4

年
度
の
学
童
を
利
用
さ
れ
る
ご
家
庭
へ
の
説
明
会

を
各
学
童
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置
の
期
間

延
長
の
影
響
で
、
利
用
児
と
保
護
者
が
集
ま
ら
ず
、
冊
子
を
使

用
し
一
人
ず
つ
説
明
し
た
り
、
保
護
者
の
み
参
加
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
、
工
夫
し
て
の
説
明
会
と

な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
と
「
こ
ん
に
ち
は
！
」

「
○
○
さ
ん
や
、
知
っ
て
る
！
」
な
ど
賑
や
か
で
元
気
な
声
が

部
屋
中
に
響
く
の
で
す
が
、
今
回
は
少
し
寂
し
い
説
明
会
と
な

り
ま
し
た
。 

あこや 

初
め
て
リ
モ
ー
ト
で
の
往
診
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
住
人
さ
ん
は
、
画
面
越
し
の
先
生
に
、
終
始

戸
惑
い
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
。
無
事
に
済
み
感

想
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
「
や
っ
ぱ
り
、
先
生
の

顔
は
ち
ゃ
ん
と
見
な
あ
か
ん
！
」
実
物
の
先
生
の

方
が
良
か
っ
た
と
い
う
事 

で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
の
時
々 

に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
こ
と 

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、 

住
人
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
に
も 

い
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。 

 

〜藍ちゃんの家 七か条〜 

① ひとりひとりに笑顔であいさつ 

② ありがとうの感謝の気持ちを言葉に 

③ 安全に気をつけましょう 

④ やさしい気持ちで相手を認めましょう 

⑤ 自分の気持ちを言葉で伝えましょう 

⑥ 清潔感のある身だしなみを心掛けましょう 

⑦ 頑張りすぎはやめましょう 

 

職員は、就業前に『藍ちゃんの家七か条』

（スタッフ考案）を唱和しています♪ 

 

『キッチンプロジェクト』に参加協力しています！ 

 伊勢市社会福祉協議会が行う『キッチンプロジェクト』

（社協内の学習支援の子どもたちに夕食のお弁当を無償

で配布）に令和３年１月と３月にお弁当を○○個提供し

ました。ボランティアの大学生が子ども一人ひとりに笑

顔で配布してくれました。「お腹すいたわ〜」「早く食べた

いなぁー」こどもたちも笑顔で受け取っていました。 


